
令和元年９月１６日（月）～令和元年９月２２日（日）〔令和元年第３８週〕の感染症発生状況 

第３８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)手足口病 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は３．０８人と前週（４．２２人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．９４人と前週（２．９２人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．０８人と前週（２．３３人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

  

 

  

  

     

   

  

 
     

        

       

今、何の病気が流行しているか！
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第３８週報告数第２位

第３８週報告数第１位
結核予防週間～正しい診断をより早く～ 

 令和元年９月２４日から９月３０日までは結核予防週間です。 
 結核は、我が国における主要な感染症の一つで、平成３０年には国内で新た
に１５，５９０人が患者として登録され、２，２０４人が亡くなっています。
結核罹患率は年々減少していますが、欧米諸国と比べて未だ高い状況です。 
 川崎市では、平成３０年の結核罹患率は１２．９（人口１０万対）と、前年
（１４．４）と比べて減少しているものの、全国（１２．３）や神奈川県 
（１１．２）よりやや高い状況にあります。 
 結核の症状は特徴的なものがないため、特に高齢者では気付かないうちに進
行してしまうことがあります。長引く咳などがみられた際は、早めに医療機関
を受診し、「いつもと違うところ」を主治医に伝えましょう。 

諸外国と日本の結核罹患率 全国、神奈川県、川崎市における結核罹患率の年次推移 
-平成２６年～平成３０年- 
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このようなことに心当たりはありませんか？ 

□たんのからむ咳が２週間以上 
続いている 
 

□微熱・身体のだるさが２週間 
以上続いている

ひとつでもチェックが入っ

た“その時”は、結核の

可能性があります。 

ＷＨＯ（世界保健機関）の集計より


